
ごみ減量化モデル事業中間アンケート調査結果 

 
ときがわ町では 2つの地区に、平成３１年３月１日から、30世帯の方にごみ減量

化モデル地区としてご協力をいただいています。 

今後、町全体への取り組みへつなげていくために、協力者の皆様に以下の内容でア

ンケート調査を行ない、結果を取りまとめましたので報告いたします。 

 

 

１ アンケート目的：ごみ減量化に意識的に取り組んでいる世帯の意識や意見を参考 

にして、今後の事業展開に役立てて、町全体への取組みにつな 

げる。 

 

２ アンケート対象：ごみ減量化モデル事業の協力世帯（30世帯） 

          【 上郷地区 15世帯 番匠 1区 15世帯 】 

 

３ アンケート期間：令和元年 10月 3日～令和元年 10月 17日 

 

４ アンケート方法：協力世帯にアンケート用紙を直接配布。無記名で回収。 

 

５  アンケート内容 

 

問１ モデル事業を中心で行っている方の、該当するものに☑印をお願いします。 

 

・性別  

□ 男性 14人 □ 女性 13人 

・年齢  

□ 20歳代 0人 

□ 30歳代 0人 

□ 40歳代 2人 

□ 50歳代 9人 

□ 60歳代 7人 

□ 70歳代 9人 

 

 

問２ 回答者様を含めた、同居しているご家族の人数をお答え下さい。 （     人） 

1～2名 13世帯 

3～4名 7世帯 

5～6名 7世帯 

 



 

 

問３ ごみ減量化の取り組みで、あなたが実行しているものに☑印をお願いします。 

（複数回答可） 

□ 余計なもの、無駄になるものを買わない 21 人 

□ 食品は残さず食べる 19人 

□ 生ごみを自家処理している 16人 

□ 過剰な包装・梱包を断る 15人 

□ 
買い物前に冷蔵庫チェックをするなど、食品を余らせないようにし

ている 

13人 

□ 買い物袋（マイバッグ）を持参している 11人 

□ 使い捨て商品を購入しないようにしている 9人 

□ マイ箸、マイボトルなどを持ち歩くようにしている 8人 

□ 
不用品交換会・フリーマーケット・リサイクルショップなどを利用して

いる 

3人 

□ 町の設置した「刈草・剪定枝等の処理施設」を利用している 3人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・余計なものを購入しないことや、過剰包装の辞退など 3Rでも最も優先度の高い 

「リデュース（排出抑制）」を意識している。 

・買い物前の冷蔵庫チェックや、食品の食べきり、生ごみの自家処理など食品ロス 

減量を含めた生ごみの減量を意識している。 

 

 

 



 

 

問４ あなたは「食品ロス」（※）という言葉を知っていましたか。該当するものに☑印 

をお願いします。 

 

□ 言葉の意味を知っていた 

□ 言葉を聞いたことはあるが、意味は知らなかった 

□ 聞いたことがない 

※ 「食品ロス」とは・・・ 
本来食べられるのに捨てられてしまう食品のことをいいます。 

食品ロスは、日本国内で年間 600 万トン以上発生しており、国民１人１日あたりに換

算すると約 139ｇ（ごはん茶碗 1 杯分）の食べ物が食品ロスとして捨てられている計

算になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8割以上の方が言葉の意味を知っており、関心の高さがうかがえる。 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の意味を知っていた 

言葉を聞いたことは 

あるが意味は知らない 

聞いたことがない 

3 人 

1 人 



 

 

問５ あなたの家庭で発生する食品ロスは、主にどのようなものが多いですか。最も 

多いと思われるもの 1つに☑印をお願いします。 

 

□ 食べ残し 

□ 未使用・手つかずの食品 

□ 過剰除去（野菜の皮のむき過ぎなど） 

□ その他（                         ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最も多かった回答が「過剰除去（皮のむき過ぎなど）」 

冷蔵庫チェックや食べ残しへの注意と併せ、極力無駄なものを出さない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過剰除去 

食べ残し 

未使用の食品など 

その他 



 

 

問６ あなたの家庭で食品ロスが発生するのは、どのようなことが原因ですか。該当 

するものに☑印をお願いします。３つまでお選びください。 

 

□ 賞味期限（※）が切れてしまい食べなかった 

□ 消費期限（※）が切れてしまい食べなかった 

□ 食品がいたんでしまったから 

□ 食材を買い過ぎたため 

□ 食材を購入したことを忘れたため 

□ 料理を作りすぎたため 

□ 子どもの食事にむらがあるため 

□ その他 （                        ） 

※ 賞味期限と消費期限の違いとは？ 

【賞味期限】 「おいしく食べることができる期限」のこと。 

【消費期限】 「安全に食べることができる期限」のこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「賞味期限」と「消費期限」の違いを正しく理解し、無駄な廃棄をしない。 

 ・冷蔵庫チェック等を行ない無駄をなくすよう意識する。 


